
‐ぬ

２

の
値
に
維
持
さ
れ
て
い
る
手
」
と
で
す
。
時
々
３

刻
々
変
動
す
る
地
域
ご
と
の
需
要
量
に
見
合

っ
て
同
量
の
電
気
を
お
送
り
す
る
た
め
、
ビ
ー
且

ル
内
に
設
け
た
「
給
電
所
」
か
ら
主
要
な
恋
淘
州
迦

電
所
な
ど
に
無
線
で
指
令
を
送
り
、
電
気
の

流
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
の
雨
服
辿

無
線
通
信
に
は
高
い
信
頼
度
が
要
求
さ
れ
ま
：

す
。
こ
の
た
め
、
必
要
な
高
さ
、
ビ
ル
本
体
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

塔
体
の
耐
震
性
能
を
確
保
し
た
う
え
で
、
景

観
に
も
配
慮
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。

あ
れ
か
ら
五
年
、
当
地
の
復
興
も
一
巡
し
、

こ
れ
か
ら
は
質
的
な
面
の
充
実
と
新
た
な
再

生
、
発
展
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
展
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
過
去
、
幾
度

か
天
災
、
戦
災
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
都
度
立

派
に
立
ち
上
が
り
、
新
た
な
発
展
を
遂
げ
て

き
た
神
戸
、
今
は
苦
し
く
と
も
五
年
後
、
十

年
後
に
大
き
な
希
望
を
託
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

新
し
い
ビ
ル
に
は
、
省
エ
ネ
、
電
気
の
効

率
利
用
の
面
で
様
々
な
工
夫
を
と
り
入
れ
、

ご
専
門
の
方
々
の
ご
参
考
に
供
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

の
文
化
活
動
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
設
け
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。

神
戸
関
電
ビ
ル
完
成
に
よ
せ
て

高
部
泰
酋
西
電
ヵ
樵
式
会
社
神
戸
支
店
長
〉

河
仏
の
垂
忌
ロ
兄

「
い
よ
い
よ
出
来
上
が
り
ま
し
た
な
。
そ
れ

に
し
て
も
高
い
塔
が
乗
っ
て
ま
す
な
」
、
「
面

白
い
形
を
し
て
ま
す
な
。
あ
の
塔
は
一
体
何

に
使
う
の
で
す
か
」
…
。

先
の
震
災
で
建
て
替
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

こ
の
ほ
ど
竣
工
し
た
「
神
戸
関
電
ビ
ル
」
に

関
し
て
よ
く
お
受
け
す
る
質
問
で
す
。

震
災
直
後
の
応
急
復
旧
に
は
、
社
内
は
も

と
よ
り
全
国
の
電
力
会
社
、
工
事
会
社
か
ら

六
千
数
百
名
に
上
る
応
援
を
受
け
、
一
週
間

後
の
一
月
二
十
三
日
に
は
送
電
可
能
な
お
客

さ
ま
す
べ
て
に
電
気
を
お
送
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
街
に
灯
り
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
廊
下
に
、
街
灯
に
灯
り
が
戻

っ
た
瞬
間
、
思
わ
ず
わ
き
上
が
っ
た
住
民
の
皆

さ
ま
の
拍
手
が
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
と
当
時

を
振
り
返
る
関
係
者
も
数
多
く
い
ま
す
。

応
急
復
旧
の
あ
と
、
被
害
を
受
け
た
電
力

設
備
の
本
格
復
旧
を
優
先
、
そ
の
一
巡
を
待

っ
て
、
ビ
ル
の
建
て
替
え
工
事
に
着
手
、
お

か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
新
し
い

ビ
ル
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、
私
ど
も
に
と

っ
て
は
、
質
の
良
い
電
気
を
お
客
さ
ま
方
に

安
定
し
て
お
送
り
す
る
こ
と
が
基
本
使
命
で

す
。
「
質
」
と
は
「
電
圧
、
周
波
数
」
が
一
定
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時
間
と
空
間
の

計・KOBECCO
２０００

多
重
露
光
を
用
い
た
画
面
構
成
、
裸
体
の
自
画
像
型

を
通
し
て
、
自
ら
の
内
面
や
感
情
を
表
現
し
続
け
て

い
る
写
真
家
の
小
谷
泰
子
さ
ん
。
震
災
後
三
年
間
に

わ
た
り
撮
影
し
た
作
品
群
「
ロ
①
の
一
『
員
一
○
ヨ
コ
画
一
匡
巴

は
、
自
ら
も
体
験
し
た
地
震
の
恐
怖
、
破
壊
を
直
接

的
に
表
現
し
て
い
る
も
の
だ
。

藻
が
か
ら
み
つ
く
深
い
海
の
底
、
濃
い
ブ
ル
ー
の

空
間
に
等
身
大
の
彼
女
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
で

重
な
り
あ
い
、
心
の
闇
を
無
言
の
表
情
で
訴
え
か
け

て
く
る
。
「
自
画
像
を
撮
る
と
い
う
極
め
て
個
人
的

な
試
み
だ
け
れ
ど
、
同
時
代
を
生
き
る
人
々
と
の
接

点
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

「
日
々
た
ま
っ
て
い
く
感
情
ｌ
あ
る
時
点
で
の
感
情

を
吐
き
出
し
た
く
て
」
カ
メ
ラ
に
向
か
う
。
時
間
と

空
間
の
あ
る
特
定
の
一
点
に
身
を
お
き
、
カ
メ
ラ
と

向
き
合
う
う
ち
、
そ
こ
は
い
つ
し
か
彼
女
の
「
聖
な

る
領
域
」
と
な
る
。
母
親
の
胎
内
の
記
憶
を
呼
び
覚

ま
す
「
羊
水
」
の
よ
う
な
心
地
よ
い
空
間
で
、
自
ら

を
増
殖
さ
せ
る
よ
う
に
何
度
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き

る
。
カ
メ
ラ
と
自
分
を
繋
ぐ
一
○
ｍ
の
延
長
リ
リ
ー

ス
が
「
へ
そ
の
緒
」
の
役
割
と
な
り
、
セ
ル
フ
タ
イ

マ
ー
で
は
決
し
て
写
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
感
情
の

高
ま
り
」
を
捕
ら
え
る
の
だ
。

撮
影
が
終
了
し
現
像
す
る
ま
で
の
、
僅
か
な
時
間

が
経
過
し
た
後
の
自
分
自
身
と
の
〃
再
会
〃
は
、

「
い
つ
も
恐
い
と
思
う
」
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に

「
自
分
自
身
と
見
詰
め
合
い
た
い
、
過
去
の
自
分
を

振
り
返
っ
て
越
え
た
い
」
。
そ
こ
に
は
確
か
な
〃
自

己
の
超
越
〃
が
あ
る
。
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
は

一
生
の
断
片
に
す
ぎ
ず
、
死
を
迎
え
る
直
前
の
一
枚

で
作
品
が
完
成
す
る
。
私
に
と
っ
て
撮
る
と
い
う
営

み
が
生
き
る
こ
と
と
同
時
進
行
し
て
い
る
ん
で
す
」

〈
宇
都
宮
〉

芦屋市立美術博物館にて撮影／池田年夫

リ 小谷泰三子

<写真家〉
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代表取締役＞毒１

耀
献，

3５

弓
勇
気
を
も
っ
て
ダ
サ
く
し
ろ
」
と
ス
タ
ッ
フ
に

は
言
い
ま
す
ね
」
。
美
容
業
界
の
先
端
を
行
く
ト
ッ

プ
の
口
か
ら
意
外
な
言
葉
が
も
れ
た
。

神
戸
で
生
ま
れ
育
ち
、
二
十
三
歳
で
ヘ
ア
ス
タ
イ

リ
ス
ト
の
勉
強
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
旅
立
っ

た
。
帰
国
し
て
美
容
室
ア
レ
ッ
ク
ス
の
一
号
店
を
六

甲
に
出
し
た
の
が
昭
和
四
九
年
。
現
在
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
台
湾
を
含
め
、
十
四
店
舗
を
展
開
す
る
。
東

京
進
出
の
誘
い
も
あ
っ
た
が
「
世
界
か
ら
見
れ
ば
同

じ
日
本
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
こ
か
ら
世
界
に
発
信
し

鯵

た
い
」
。
神
戸
が
好
き
で
、
こ
の
街
独
自
の
文
化
の

発
展
を
も
願
っ
て
い
る
。
個
性
の
あ
る
点
の
集
ま
り

が
線
と
な
り
、
そ
の
街
の
特
性
が
自
然
に
創
り
出
さ

れ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
文
化
、
ま
ち
づ
く
り
の
原

点
だ
と
考
え
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
感
性
は
美
容
業
界
に
と
ど
ま

ら
ず
、
昨
年
末
に
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
映
画
館
を
同

じ
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
っ
た
同
志
た
ち
と
チ
ャ
イ
ニ
ー

ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
「
同
世
代
に
は

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
、
若
い
世
代
に
は
空
間
の
お
も
し

ろ
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
新
幹
線
は
便
利
だ
が
、
列

車
の
旅
も
お
も
し
ろ
い
で
し
よ
」

冒
頭
の
言
葉
は
流
行
り
の
ス
タ
イ
ル
を
追
い
か

け
、
そ
れ
が
ベ
ス
ト
と
思
い
が
ち
な
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ

ス
ト
に
も
っ
と
個
人
の
個
性
を
大
切
に
し
ろ
と
い
う

意
味
を
含
む
。
世
の
中
は
前
ば
か
り
進
み
た
が
る
が
、

〃
バ
ッ
ク
＆
フ
ォ
ワ
ー
ド
〃
ｌ
少
し
進
ん
だ
ら
元
を

ふ
り
返
る
ｌ
旧
き
良
き
物
を
見
直
す
こ
と
。
そ
れ
が

結
果
と
し
て
前
進
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

今
後
は
装
飾
的
な
美
容
だ
け
で
は
な
く
、
食
・
住

な
ど
内
面
的
な
豊
か
さ
に
視
点
を
置
い
た
空
間
づ
く

り
を
手
掛
け
て
い
く
つ
も
り
だ
。
夢
が
尽
き
る
こ
と

は
な
い
。
〈
前
田
〉

鰯

アレックスプロコスメコローレにて撮影／米田英男
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↑←第巳Ｂ回Ｋ□ＢＥＦＡＳＩＯＮＣＯＮＴＥＳＴ’９９

新たな個性が世界へ

２月６日、神戸ファッション美術館オルビスホールにて第26回神戸ファッションコンテスト’９９
の最終審査会が開かれた。写真上のユニークなマタニテイファッションなどで１次崇杏掘渦者２０

名の中から選ばれた５名がフランス、イギリス、イタリアへの留学のチャンスをつかんだ。写真

左下はショー前日に提携した留学先の教授のみなさん。当日は留学地のパリやロンドンをインタ
ーネットで結び、ライブ中継が行われた。受賞者を囲んで（写真左上）
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↑南和恵さん個展開催↑プロ0人のＯｈ‘ＨＡＰＰＹＤＡＹ１

画家南和恵さんの個展が､神戸二紀展のサンパル賞受賞を記念して、サンパル２月１２日東灘区のうはらホールにて東神戸教会を拠点とするゴスベルクワイア「KOBE
のギャラリーで２月４日から１週間開催｡花の振るような神戸の街の風景画はMassChoir」のコンサートが開かれた。この企画は東灘区力嘩集した「夢実行コンクール」
さわやか。（写真は南さんを囲んで）の優秀企画賞が実現に至ったもの。被災地神戸への励ましの歌を歌っているゴスペルシン

ガー岡崎ひろみさんをゲストに迎え、７００人の大きな歌声で会場中が－つになった

↓神戸二紀会今年も力作が勢揃い

第44回神戸二紀展が兵庫県県民会館で開催。先立ち、２月８日授賞式と懇親会が県民会館10Ｆ「福の間」でとり行なわれた
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が
罰
ｊ
｛

一

一→花さかり、親子で舞う

兵庫県日本舞踊協会の春

の祭典が３月４日こぐさ

いホールで開催された。

花ざかりを踊った花柳吉

奥師と花柳吉小奥さんが

楽屋にて。大和三千世、

大和礼子さんと

←↓ウエステインホテルオープン

ウェステインホテルロビーにて画家

の大石可久也さん夫妻（写真左)。

３月６日披露パーティーにてインテ

リア・デザイナーのマリアン・ガウ

アーさん、ウェスティンホテル総支

配人丸山裕さんを囲んで（写真下）

詐
一

毒症
具

、
ー

一
一

'卜

li
lli

瀞
可
－．

ｒ
”

潮

《
特
巻
ｌ
ｍ

‐
駅
患

＃、咽 亀静、
辱
画

鴎
一

↑
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
に
幕

第
Ⅲ
回
兵
庫
の
ま
つ
り
ｌ
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
閉
会
の
つ
ど
い

が
３
月
旭
日
兵
庫
県
公
館
で
開
か
れ
た
。
写
真
は
、
祭
典
を

盛
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
「
ふ
れ
あ
い
大
賞
」
を
受
賞
し
た
、

明
石
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Ｊ
ｒ
・
他
洲
団
体
の
代

表
の
方
々

elf

↓
ミ
レ
ニ
ア
ム
ひ
な
ま
つ
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

藤
井
美
智
子
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
〃
ミ
レ

ニ
ア
ム
２
０
０
０
ひ
な
ま
つ
り
〃
が
、
３
月
４
日
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
（
写
真
は
藤

井
美
智
子
さ
ん
を
囲
ん
で
）

'卿，～曇腎議。－会
一
息

，
腰
ヘ
リ
・
壁

母d7

Al2
匡

』
一

?Xｒ
‐

しし

零
．
言

噌
且,零

三事零

恩典腫曾

里
唖
維
蹄
渥
蛎
蹄
齢
郵
融
龍
馴
Ⅷ
“
ヲ
曇
鍔
霊
津
李
均
廻
奉
毒
畔
叫
幽
需
叫
計
車
１
１
０
台
が
集
結
し
た
。
各
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
、
ま
る
で

子
供
の
よ
う
に
眼
を
輝
か
せ
て
ハ
ン
ド
ル
を
逼
っ
て
い
た
。
こ
れ
ぞ
大
人
の
遊
び
！

鶏
コウベズナッブ

噌溺

静
銀

五
Ｊ
』

lil

型d四"Ｋ熊舗鋤賞を洲いす絵

８ 、、Ｐ【１ ◎
司
酉

２弾
乱 蝿

↑
穴
門
商
店
街
馳
周
年

３
月
他
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
元
町
穴
門
商
店
街

印
周
年
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
関
一
雄
会
長
は

「
穴
門
は
、
元
町
・
｛
里
凧
町
・
大
丸
に
通
じ
る
〃
花
道
〃

と
思
っ
て
、
商
店
づ
く
り
を
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

削
姉.

亀雲雷
Ｌ

昆

←↑水深節子さんを祝う会

水濠節子さんが、兵庫県の文化奨励賞を受賞され、お祝い会が元町の固月

堂ホールで３月４日の夜開かれた。きもの姿の愛らしい水濯さんを囲んで

寸晒
ｐ

'V，
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ワールドの猛攻に耐えてケーム終了。神鋼5年ぶりの社会人制覇Ｉ

聖
耐

神
戸が

増保輝則キャプテンを神鋼フィフティーンが胴上げ

蕊Ｚ

制
麓
編

■
■

－
ン
の
胸
に
刻
み
込
ま
れ
た
文
字
。
３
月
加

日
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
。
神
鋼
が
ト
ヨ
タ
自

動
車
を
や
ぶ
り
、
通
算
８
度
目
の
日
本
一
に

可

Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ

畠
剰
型
白
山
酢

－
１
．

■

Ｌ

一Ｆ

~％･唾

』蓋
一

ラ
グ
ビ
ー

与
真
提
供
／
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ヅ
社

回

ワ
ー
ル
ド
善
戦
お
よ
ば
ず
。

神
鋼
が
神
戸
対
決
を
制
す
！

魅』 『

』 ．』
■ 丘宅

P弓

息 １塁』
可I1f,

に ば

輝ず
い･

た神
・鋼
が

凸

、角
■■

神
鋼
と
ワ
ー
ル

気
迫
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
し
た
。
終
了

間
際
に
、
ワ
ー
ル
ド
が
立
て
続
け
に
ト
ラ
イ
を
決
め
、

亀

返
り
咲
い
た
。

今
年
の
神
鋼
の
強
さ
は
際
立
っ
て
い
た
。

増
保
、
元
木
、
吉
田
、
伊
藤
、
大
畑
、
日
本

代
表
経
験
者
を
キ
ラ
星
の
ご
と
く
そ
ろ
え
る

全
国
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
の
決
勝
は
、

日
本
一
を
決
め
た
神
戸
製
鋼
フ
ィ
フ
テ
ィ

ド
の
神
戸
勢
の
対
決
に
．

の
旗
を
も
っ
た
応
援
団
が
び
っ
し
り
。

』

一
歩
及
ば
ず
．

ラ
グ
ビ
ー
場
に
は
、

霞

＝一一

（
ワ
ー
ル
ド
）

両
チ
ー
ム
の

神
鋼
を
追
い
上
げ
た
が
あ
と

５
年
ぶ
り
８
度
目
の
社
会
人
日
本
一

雨
区
ー画

”
０
８
ｓ
守
口
■

ｊ
Ⅱ
口

赤
（
神
鋼
）
と
青

試
合
会
場
と
な
っ
た
花
園

鮭
刊
鯉
瀞
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て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
て
き
た
」
と
ふ
り
返
っ
た
。

堅弓‘
四mＬ．Ｆ－■

Ｐ._

Ｇ
Ｅ一一 一NＫ

今回社会人ラグビーの決勝は神戸対決。神鋼とワールドの闘志がぶつかる 神鋼の司令塔ミラー（左）にワールド遠藤

『 民

ＷＥＡＲＥＢＡＣＫ･神鋼が日本一に戻ってきた

神
鋼
の
今
年
の
戦
い
ぶ
り
を
見
て
い
る
と

『
』

神
鋼
の
強
さ
は
、

陸Ｉ

螺

神
鋼
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
の
力
が
発
揮
さ
れ
た

の
は
、
全
国
社
会
人
リ
ー
グ
に
入
っ
て
か
ら
。

昨
年
日
本
一
の
東
芝
府
中
戦
を
狸
対
０
の
大

差
で
下
し
、
決
勝
で
は
同
じ
神
戸
に
本
拠
地

を
も
つ
ワ
ー
ル
ド
と
対
戦
。
震
災
後
、
神
戸

っ
子
が
待
ち
に
待
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
の
復
活

「
う
ち
は
神
鋼
ほ
ど
タ
レ
ン
ト
は
い
な
い
が
、

努
力
し
て
互
角
の
戦
い
を
演
じ
た
。
ト
ラ
イ

数
も
４
対
４
。
今
日
の
戦
い
は
ワ
ー
ル
ド
の

企
業
姿
勢
を
表
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
。

鍋
が
勝
っ
た
が
、
ワ
ー
ル
ド
も
終
了
間
際
に

立
て
続
け
に
ト
ラ
イ
を
奪
い
、
ス
タ
ン
ド
を

ワ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
は
昭
和
翻
年
の
創
部
以

来
、
初
の
決
勝
進
出
。
試
合
は
顕
対
記
と
神

定
す
る
日
本
選
手
権
で
も
際
立
っ
て
い
た
。

沸
か
せ
た
。

が
、
神
戸
対
決
と
い
う
最
高
の
形
で
訪
れ
た
。

択
し
た
こ
と
が
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
。
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
つ
こ
と
だ
け
を
目
標
に

決
勝
で
は
、
宿
敵
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
相
手
に

鞘
対
如
で
大
勝
し
た
。
増
保
輝
則
キ
ャ
プ
テ

ン
は
「
き
つ
い
と
き
に
き
つ
い
プ
レ
ー
を
選

平
尾
、
大
八
木
、
林
が
７
連
覇
を
築
い
た
第

一
期
黄
金
時
代
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
。
こ

の
日
本
一
は
第
二
期
黄
金
時
代
の
ス
タ
ー
ト

の
よ
う
。
通
算
８
度
目
の
日
本
一
は
最
多
タ

イ
記
録
。
こ
の
記
録
を
ど
こ
ま
で
も
の
ば
し

戸

？ｰ

可

ｈ
ー同国

Ｌ盤固

§鞠……

畑
崎
度
敏
ワ
ー
ル
ド
社
主
も

ラ
グ
ビ
ー
日
本
一
を
決

＝

ｈ・評』

-爵"群ii蕊
巳

画ﾖ

ＩＬ，
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吋ｮロ
ー■

弓酋

4０

ジャンルにこだわることなく、名曲の数々を

歌い継いでいる中島啓江。

彼女の歌に託している思い、亡き母の思い出など、

神戸公演を前に語っていただきました。

，FｆＴｑ
琴＝守電

脳

一
一
一

＝

ノ

■

｢夢と懐かしさを
歌に託して」
中島啓江く歌手＞

何
が
飛
び
出
す
か

お
楽
し
み

ｌ
今
年
も
ま
た
神
一
戸
で
「
夢
で
逢
い
ま
し

ょ
う
」
が
開
か
れ
ま
す
ね
。

今
回
で
四
回
目
を
迎
え
、
も
う
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
ね
。
去
年
の
ス
テ
ー
ジ

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
す
ぐ
に
今
回
の
こ
と

が
楽
し
み
で
し
た
か
ら
（
笑
）
。

ｌ
ど
ん
な
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
の
で
す
か
．

今
回
は
シ
ッ
ク
に
、
だ
け
ど
ア
レ
ン
ジ

に
凝
っ
て
、
前
半
は
昭
和
初
期
の
歌
で
綴

り
、
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
に
思
い
を
馳
せ

て
情
緒
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
に
す
る
予

定
で
す
。
上
海
ジ
ャ
ズ
な
ど
楽
し
い
ア
レ

ン
ジ
を
考
え
て
い
ま
す
。

ｌ
ス
テ
ー
ジ
の
企
画
も
さ
れ
る
の
で
す
か
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
選
曲
は
も
ち
ろ
ん
、
構

成
、
演
出
全
て
自
分
で
や
り
ま
す
。
衣
装

も
曲
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
考
え
、
一
部

で
三
回
、
二
部
で
二
回
は
着
替
え
ま
す
。

二
部
の
最
初
は
、
燕
尾
服
で
ド
イ
ツ
の
指

揮
者
っ
ぽ
く
バ
ン
ド
マ
ン
の
縦
笛
を
指
揮

し
ま
す
。
こ
の
楽
器
は
誰
で
も
一
度
は
吹

い
た
こ
と
の
あ
る
懐
か
し
い
楽
器
で
す
よ

ね
。
見
に
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ん
に
、

ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
く

っ
て
、
見
た
目
で
も
郷
愁
を
感
じ
る
素
材

を
ス
テ
ー
ジ
に
は
い
つ
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

ｌ
歌
の
た
め
に
何
か
注
意
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

食
べ
物
や
飲
み
物
を
特
別
に
制
限
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
本
番
前
に

一

「
》Ｉ

耳

、’
I’ＡＲＴＩＳＴＡＲＴＩＳＴ
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ｌ
神
戸
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

神
戸
は
こ
こ
十
年
ほ
ど
毎
年
訪
れ
て
い

ま
す
。
震
災
の
後
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
で
来
ま
し
た
。
今
回
の
公
演
を
行

う
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
は
す
ご
く

好
き
な
劇
場
で
す
。
舞
台
と
客
席
が
近
く

一
体
感
が
あ
り
ま
す
。
舞
台
か
ら
客
席
を

見
て
も
小
さ
な
灯
り
が
点
い
て
き
れ
い
な

ん
で
す
よ
。

ば
と
思
っ
て
書
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
母
の

夢
は
私
が
歌
手
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
だ
け

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
母
は
内
職
も
し
て

く
れ
ま
し
た
。
十
枚
作
っ
て
一
円
に
も
な

ら
な
い
袋
張
り
や
花
を
作
る
ん
で
す
。
私

も
手
伝
い
ま
し
た
が
、
貧
し
さ
と
か
苦
労

は
少
し
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
職
を

し
な
が
ら
母
と
話
を
し
た
り
、
二
人
で
野

の
草
を
摘
ん
で
、
お
ひ
た
し
や
お
団
子
を

作
る
こ
と
は
本
当
に
楽
し
く
、
人
間
と
し

て
生
き
て
る
っ
て
感
じ
が
し
て
ま
し
た
。

貧
し
く
て
も
心
は
リ
ッ
チ
で
し
た
ね
。

ｌ
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
、
つ
ら
い
時
期
が

長
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

８
月
３
日
に
亡
く
な
っ
て
５
日
に
告
別

式
、
そ
し
て
６
日
に
は
も
う
コ
ン
サ
ー
ト

の
舞
台
が
侍
っ
て
い
ま
し
た
。
泣
け
ち
ゃ

う
歌
が
多
く
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は
泣
い
て

ば
か
り
。
で
も
本
番
で
は
ち
ゃ
ん
と
歌
い

ま
し
た
。
仕
事
で
す
か
ら
。
本
当
は
母
が

亡
く
な
っ
た
時
に
歌
は
辞
め
よ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。
目
の
前
の
お
客
さ
ん
に
歌
い

な
が
ら
も
、
母
の
た
め
に
歌
っ
て
い
る
と

い
う
思
い
が
常
に
あ
っ
た
の
で
。
ひ
と
つ

わ
か
っ
た
の
は
、
人
の
悲
し
み
の
深
さ
は

他
の
人
に
は
計
り
知
れ
な
い
っ
て
こ
と
。

悲
し
ん
で
い
る
時
に
は
「
元
気
だ
し
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
り
も
「
悲
し
い
ね
、

悲
し
い
ね
」
っ
て
言
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
「
い
つ
ま
で
泣
い
て
る
の
、
大

丈
夫
だ
よ
」
な
ん
て
絶
対
言
っ
ち
ゃ
い
け

「
じ
ゃ
あ
ね
」
で

ま
た
会
え
る

な
い
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
余
計
に
悲
し
く

な
る
ん
で
す
よ
。

ｌ
そ
ん
な
ど
ん
底
か
ら
立
ち
直
れ
た
き
っ

か
け
は
あ
っ
た
の
で
す
か
。

自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
た
時
に
「
あ
な

た
の
歌
で
多
く
の
人
が
励
ま
さ
れ
て
い
る

の
で
す
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
人
が
い
ま

し
た
。
そ
の
言
葉
で
目
の
前
の
曇
り
が
と

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
私
よ
り
も

っ
と
辛
く
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
世
の
中

に
大
勢
い
る
っ
て
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
は
自
分
だ
け
が
辛
い
っ
て

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

１
本
の
タ
イ
ト
ル
「
じ
ゃ
あ
ね
」
の
意
味

は
。

「
じ
ゃ
あ
ね
」
は
母
の
口
癖
で
し
た
。

本
番
前
に
楽
屋
か
ら
出
て
行
く
時
に
、
母

は
い
つ
も
口
を
と
が
ら
し
て
ち
ょ
っ
と
す

ね
て
こ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉

に
は
「
じ
ゃ
あ
ね
、
ま
た
ね
」
っ
て
い
う

決
し
て
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
い
う

意
味
が
入
っ
て
い
ま
す
。

は
魚
は
食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

骨
が
刺
さ
っ
た
ら
困
る
で
し
よ
（
笑
）
・

ま
た
、
レ
ッ
ス
ン
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
み
る
の
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
絵
を
描
く
こ
と
、
本

を
書
く
こ
と
、
人
と
出
会
う
こ
と
、
全
て

の
経
験
が
歌
う
た
め
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
ね
。

ｌ
体
調
管
理
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

毎
月
検
診
は
受
け
て
い
ま
す
。
健
康
で

長
生
き
し
た
い
で
す
か
ら
（
笑
）
。
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
や
る
と
自
然
に
痩
せ
ち
ゃ
う

け
ど
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
よ
う
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
カ
ツ
．
良
く
太
り

た
い
で
す
ね
。
黒
人
の
お
ば
さ
ん
の
よ
う

に
。
私
ま
で
痩
せ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
太
っ
て

い
る
こ
と
が
悪
い
と
い
う
よ
う
な
世
の
中

の
間
違
っ
た
考
え
に
負
け
ち
ゃ
う
で
し

よ
。
私
を
見
て
勇
気
を
持
っ
て
く
れ
る
人

た
ち
の
た
め
に
も
が
ん
ば
ら
な
い
と
。
ち

な
み
に
森
公
美
子
さ
ん
と
は
よ
く
似
て
る

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
、
私
が
出
て
な
く

て
も
彼
女
が
テ
レ
ビ
に
出
て
た
ら
私
ま
で

出
て
る
よ
う
に
思
わ
れ
ち
ゃ
う
ぐ
ら
い

（
笑
）
・
仲
は
い
い
で
す
よ
。
か
ら
だ
の
ジ

ャ
ン
ル
が
一
緒
で
す
か
ら
（
笑
）
。

貧
し
く
て
窪
口

心
ば
リ
ッ
チ
だ
っ
た

ｌ
亡
く
な
ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
書

か
れ
た
本
を
出
さ
れ
ま
し
た
ね
。

母
と
は
姉
妹
み
た
い
で
、
あ
ま
り
に
も

お
も
し
ろ
い
親
子
関
係
な
の
で
、
他
の
人

た
ち
の
親
子
関
係
も
良
く
な
っ
て
く
れ
れ

新
し
い
時
代
に

良
き
歌
を
歌
い
継
い
で

ｌ
こ
れ
か
ら
の
夢
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

今
年
２
０
０
０
年
は
次
の
時
代
へ
ジ
ャ

ン
プ
す
る
た
め
の
準
備
の
年
だ
と
思
う
ん

で
す
。
皿
世
紀
だ
か
ら
と
先
走
り
で
新
し

い
も
の
を
追
い
か
け
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。

何
が
大
切
か
、
な
く
し
か
け
て
い
る
も
の

を
拾
っ
て
来
な
き
ゃ
。
世
の
中
が
無
茶
苦

茶
だ
と
迎
え
ら
れ
な
か
っ
た
２
０
０
０
年

で
す
か
ら
、
改
め
て
過
去
の
人
た
ち
に
感

謝
す
べ
き
で
す
ね
。

日
本
は
生
き
る
こ
と
に
必
死
に
な
っ
て

い
た
時
代
が
あ
り
、
そ
こ
に
流
れ
て
い
た

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

代
を
生
き
て
き
た
人
た
ち
に
は
、
今
と
り

あ
え
ず
平
和
な
日
本
で
ゆ
っ
た
り
と
聞
い

て
ほ
し
い
。
若
い
人
に
も
こ
ん
な
い
い
曲

が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
私
の

仕
事
は
い
い
歌
を
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
残

す
た
め
に
歌
い
継
い
で
い
く
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
こ
の
ス
テ

ー
ジ
「
夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
は
ず
っ
と

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

【プロフィール】

なかじま・けいこ

鹿児烏県出身。昭和音楽短期大学ディ
プロマコースオペラ専攻科修了。１９

７９年藤原歌劇団入団｡春平紀美女史、
故・砂原美智子女史、マルチェラ・ゴ
ヴォーニ女史らに師事。ＢＳ年には初
のソロコンサート「天高くオペラ肥ゆ

る秋」を開く。８７年には宮本亜門の

ミュージカル「アイガットマーマン」

に出演。９５年の香港、９７年のニュー

ヨークと海外でもリサイタルを開く。

舞台だけでなくテレビ、ラジオでもそ
のパーソナリティを生かし幅広く活躍

中。著書に「今日も元気だオペラが見
たい」「放課後の音楽室」「じゃあね」
など。

4１■中島啓江コンサート「夢で逢いましょう」４月８日（土）１７時～、９日（日）１４時～新神戸オリエンタル劇場にて
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宮
崎
辰
雄
さ
ん
を
悼
む

前
神
戸
市
長

新
野
幸
次
郎
〈
財
団
潅
人
神
戸
都
市
閲
題
研
究
所
所
長
》

去
る
２
月
理
日
、
前
の
神
戸
市
長
の
宮
崎
辰
雄
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
．

市
長
退
任
後
も
、
財
団
法
人
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
を
設
立
、
自
ら
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

同
研
究
所
所
長
で
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
新
野
幸
次
郎
先
生
に
追
悼
の
一
文
を
お
願
い
し
た
。

な
お
、
４
月
６
日
に
市
民
葬
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

4２

神
戸
市
役
所
に
在
職
五
十
二
年
、
う
ち
、

四
期
十
六
年
は
助
役
、
五
期
二
十
年
は
市
長

と
い
う
よ
う
な
人
は
、
今
ま
で
も
い
な
か
っ

た
し
、
こ
れ
か
ら
も
恐
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
宮
崎
辰
雄
さ
ん
が
、
と
う
と
う
八
十
八

歳
で
逝
か
れ
た
。

と
り
あ
げ
て
い
う
ほ
ど
の
肩
書
き
を
も
た

な
い
、
普
通
の
人
で
も
、
そ
の
友
人
や
家
族

の
間
で
語
り
継
ぎ
た
い
と
思
う
こ
と
が
山
ほ

ど
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
れ
だ
け
の

役
割
を
果
し
実
に
濯
山
の
方
々
と
係
わ
り
を

も
っ
て
こ
ら
れ
た
宮
崎
さ
ん
の
場
合
、
ど
れ

だ
け
多
様
な
も
の
に
な
る
か
は
想
像
を
絶
す

る
。
宮
崎
さ
ん
を
悼
む
に
は
、
係
わ
り
を
も

た
れ
た
多
数
の
方
々
の
一
冊
の
本
に
な
る
ほ

ど
の
声
を
集
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
了
解
さ
れ
た
う
え
で
、
私
の
拙
文

を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

行
政
マ
ン
と
し
て
の
宮
崎
さ
ん
は
、
何
よ

り
も
そ
の
都
市
経
営
に
複
式
簿
記
的
視
点
を

導
入
し
た
点
で
独
創
性
を
発
揮
し
た
。
す
な

わ
ち
、
従
来
の
公
共
投
資
は
、
そ
の
設
備
の

減
価
償
却
費
、
継
続
的
運
営
の
た
め
の
人
的

物
的
経
費
等
々
を
必
ず
し
も
十
分
計
慮
せ

ず
、
ハ
ー
ド
と
し
て
の
設
備
が
ど
れ
だ
け
の

お
金
が
あ
れ
ば
建
設
で
き
る
か
で
決
め
ら
れ

て
き
た
。
そ
れ
を
宮
崎
さ
ん
は
、
当
初
か
ら

今
日
要
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
費
用

便
益
方
式
で
決
定
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
ま

た
、
都
市
開
発
に
最
近
や
っ
と
注
目
さ
れ
だ
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し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
こ
れ
ま
で
公
的
部
門
が
行
っ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
や
運
営
を
民

間
に
委
ね
る
こ
と
）
も
導
入
し
て
い
た
し
、

地
方
公
共
団
体
で
は
前
例
の
な
か
っ
た
外
債

を
発
行
し
て
費
用
の
極
少
化
も
図
っ
た
。
さ

ら
に
は
、
公
的
財
政
の
単
年
度
主
義
に
よ
る

限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー

を
い
く
つ
か
設
立
し
、
そ
こ
で
の
収
益
で
つ

く
ら
れ
た
基
金
を
景
気
変
動
の
調
整
手
段
と

し
て
利
用
し
た
。
こ
う
し
た
都
市
経
営
の
卓

越
し
た
独
創
性
は
、
今
日
で
も
多
く
の
公
共

経
済
学
者
が
認
め
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
宮
崎
さ
ん
も
、
現
行
の
中

央
集
権
制
度
の
壁
は
破
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
お
よ
び
戦
争
直
後

の
神
戸
経
済
は
、
横
浜
と
名
古
屋
の
そ
れ
と

ほ
と
ん
ど
同
列
に
並
ぶ
水
準
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
戦
時
中
の
統
制
経
済
と
戦
後
の
産

業
構
造
の
激
変
の
な
か
で
三
十
年
代
に
入
る

と
神
戸
経
済
は
完
全
に
立
ち
遅
れ
て
い
っ

た
。
川
鉄
は
千
葉
と
水
島
に
転
出
し
、
神
鋼

も
加
古
川
に
、
川
重
も
ま
た
坂
出
に
そ
の
拠

点
を
移
し
て
い
き
、
本
社
は
す
べ
て
事
実
上

東
京
に
移
っ
て
い
っ
た
。
現
行
の
地
方
税
制

の
下
で
市
民
所
得
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
市

民
福
祉
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
と
、
市
内

で
の
生
産
所
得
の
増
大
を
図
る
、
す
な
わ
ち
、

い
わ
ゆ
る
開
発
を
進
め
る
以
外
に
な
い
。
そ

の
結
果
、
神
戸
経
済
は
巨
大
民
間
活
力
の
欠

如
し
た
中
で
、
行
政
主
導
型
の
経
済
発
展
に

4３

頼
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

今
日
で
も
、
北
海
道
や
沖
縄
の
経
済
は
、

そ
れ
ぞ
れ
開
発
庁
と
い
う
国
家
依
存
の
体
制

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
民
間
活
力
が
希
薄
化
し

て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
大
企
業
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
活
力
が
希
薄
に
な
っ
た
神
戸

で
、
い
か
に
し
て
市
内
生
産
所
得
を
増
大
さ

せ
、
民
間
活
力
を
強
化
し
て
ゆ
く
か
が
、
地

方
分
権
な
い
し
地
方
主
権
の
確
立
と
と
も
に

残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
た
。
自
分
の
や
り
方

の
限
界
を
自
覚
し
て
い
る
人
が
、
本
当
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
宮
崎
さ
ん
は
、

こ
の
限
界
を
自
覚
し
な
が
ら
苦
斗
し
た
。

か
つ
て
、
宮
崎
さ
ん
は
、
幼
く
し
て
お
母

さ
ん
を
失
っ
た
時
か
ら
、
弱
い
も
の
の
味
方

に
な
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し

て
お
ら
れ
た
。
神
戸
市
が
全
国
で
初
め
て
開

学
し
た
神
戸
市
婦
人
大
学
は
、
そ
の
設
立
に

協
力
し
た
多
く
の
人
々
の
力
も
あ
っ
た
が
、

宮
崎
さ
ん
の
こ
の
気
持
ち
を
示
す
輝
か
し
い

業
績
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
都
市

で
同
じ
よ
う
な
大
学
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
企

て
も
あ
り
、
東
京
都
で
も
そ
の
試
み
が
な
さ

れ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
神
戸
市
の
婦

人
団
体
が
十
億
円
の
市
債
を
引
き
受
け
る
と

い
う
快
挙
を
と
っ
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
配

慮
も
あ
っ
た
。

弱
い
も
の
の
味
方
と
い
え
ば
、
神
戸
市
の

消
費
者
保
護
に
関
連
し
た
諸
施
策
は
、
の
ち

に
、
国
の
消
費
者
保
護
基
本
法
成
立
の
契
機

１１」

鏡

訓
屋
一

岸

一
厚

天津市友好訪問団歓迎会昭和53年９月相楽園にて

と
な
り
、
神
戸
市
の
主
催
し
た
消
費
者
会
議

は
、
こ
の
問
題
を
担
当
す
る
経
済
企
画
庁
の

主
催
す
る
会
議
よ
り
も
稔
り
多
い
と
い
わ
れ

る
も
の
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
宮
崎
さ
ん
が

全
国
に
先
駆
け
て
制
定
し
た
市
民
福
祉
条

例
、
そ
の
中
に
独
立
し
た
組
織
と
し
て
作
ら

れ
た
市
民
福
祉
調
整
委
員
会
、
お
よ
び
、
そ

う
し
た
意
向
の
集
大
成
と
し
て
自
ら
村
長
と

な
っ
た
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
は
高
齢
化
社
会

を
迎
え
つ
つ
あ
る
わ
が
国
全
体
の
福
祉
対
応

の
一
つ
の
象
徴
と
な
る
も
の
と
な
っ
た
。

誰
で
も
笑
顔
は
美
し
い
。
し
か
し
、
は
に

か
み
屋
の
宮
崎
さ
ん
の
笑
顔
は
格
別
な
味
を

も
っ
て
い
た
。
宮
崎
さ
ん
は
、
ほ
ん
も
の
を

見
出
そ
う
と
し
て
、
日
本
を
代
表
す
る
各
分

野
の
人
々
と
会
い
、
自
分
の
や
り
方
に
つ
い

て
の
意
見
を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
ま
た
、
あ
れ
だ
け
永
い
間
最
高
責
任
者

の
地
位
に
立
ち
な
が
ら
、
率
直
な
批
評
を
聞

く
耳
を
も
ち
、
そ
れ
を
し
て
く
れ
る
友
人
を

も
ち
続
け
た
。

宮
崎
さ
ん
は
不
幸
に
し
て
市
長
を
辞
め
て

間
も
な
く
、
車
椅
子
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
自
ら
が
弱
い
人
と
し
て
社
会
を
見
つ
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
崎
さ
ん
は
震
災
後
、

一
部
の
人
の
批
判
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

が
そ
れ
に
正
面
切
っ
て
応
じ
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
宮
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
あ
と
、

誰
も
真
似
が
で
き
な
い
人
生
を
か
す
か
に
微

笑
を
浮
か
べ
て
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ポートピア'８１の開会式昭和56年３月１９日
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1願、

｢75年の長い道のりを越えて」

75周年祝賀会
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1願、

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）
松
方
幸
次
郎
が
初
代
会
長

を
つ
と
め
、
日
本
で
三
番
目
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て

東
京
、
大
阪
に
次
い
で
弧
々
の
声
を
あ
げ
た
由
緒
あ
る
神
戸

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
小
曽
根
有
七
十
五
代
会
長
）
で
は
、

二
月
十
日
、
貝
原
知
事
ご
夫
妻
、
笹
山
市
長
を
始
め
内
外
の

お
客
様
を
招
き
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で
柏
井
健
一
実

行
委
員
長
の
も
と
、
五
百
名
を
超
え
る
盛
大
な
七
十
五
周
年

の
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
六
八
○
地
区
（
兵
庫
県
域
）
ガ
バ

ナ
ー
米
谷
収
氏
（
神
戸
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
）
か
ら

は
本
部
か
ら
届
い
た
創
立
七
十
五
周
年
認
定
害
が
伝
達
さ
れ

た
あ
と
、
祇
園
甲
部
歌
舞
会
の
お
め
で
た
い
「
手
打
ち
」
に

よ
っ
て
開
幕
。

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
小
曽
根
実
・
真
・
啓
に
よ
る
小
曽

根
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
華
麗
な
ジ
ャ
ズ
演
奏
に
よ
っ
て
締
め
く
く

っ
た
。百
周
年
に
む
か
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
に
際
し
、

小
曽
根
有
会
長
は

「
神
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
七
十
五
周
年
に
わ
た
り
大

水
害
、
戦
争
、
大
震
災
な
ど
幾
多
の
苦
難
の
道
を
越
え
て
、

世
界
ロ
ー
タ
リ
ー
発
展
史
の
上
で
大
き
い
位
置
を
占
め
て
き

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
に
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
生

き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
挨
拶
し
た
。

〈
実
行
委
員
会
副
委
員
長
三
木
重
昭
・
井
植
貞
雄
・
寺
本
混
〉

■
問
い
合
わ
せ
／
神
戸
口
ｌ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局

神
戸
市
中
央
区
港
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中
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．
把
・
１
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Ｌ
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７
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０
６
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Ｆ
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０
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０
０
０

ヨ
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ミ
ミ
三
．
六
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す
の
『
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菌
ご
・
８
ヨ

の
‐
ョ
里
一
一
三
○
．
六
○
丘
の
『
Ｏ
前
『
琶
・
８
ョ

云
呂
の
’
『
。
◎
ヨ
ー
の
、
ロ
ー
ロ
『
Ｏ
ｐ
の
．
．
①
●
吉
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一

｢奉仕と友愛」のライオンズクラブ

出会い、生きがい、助げ合い

三=＝二三

4５

ガバナー、キャビネット、リジョンチヤーマン、ゾーンチヤーマン会議のメンバー（２月19日ポートピアホテル）

「
奉
仕
と
友
愛
」
を
理
念
に
、
国
際
平
和
を
め
ざ
し
、
よ
り

よ
き
社
会
の
実
現
を
願
い
設
立
さ
れ
た
世
界
最
大
の
奉
仕
団

体
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
（
会
員
数
約
百
四
十
万
名
）
。

そ
の
一
翼
を
に
な
う
三
三
五
ｌ
Ａ
地
区
（
遠
藤
英
二
ガ
バ
ナ

ー
、
酒
徳
正
秋
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
）
は
、
兵
庫
県
の
半
分
、

東
南
エ
リ
ア
を
占
め
る
神
戸
、
尼
崎
、
芦
屋
、
西
宮
、
宝
塚
、

伊
丹
、
川
西
、
三
田
、
明
石
・
稲
美
、
淡
路
島
、
篠
山
・
柏

原
の
丹
波
地
方
な
ど
の
地
域
に
設
立
せ
る
百
九
ク
ラ
ブ
（
会

員
数
約
四
千
八
百
名
）
を
統
括
し
て
い
る
。

地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
提
唱
す
る
「
創
造
と
感
動
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
献
血
・
献
眼
の
推
進
、
盲
導
犬
・
青
少
年
育
成
、

留
学
生
支
援
、
身
障
者
・
高
齢
者
福
祉
、
災
害
援
助
、
環
境

保
全
運
動
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
展
開
、
地
域
発
展
の
た
め
に

貢
献
し
、
ト
ル
コ
・
台
湾
地
震
の
際
も
い
ち
早
く
援
助
活
動

を
行
っ
た
。

今
期
（
一
九
九
九
年
七
月
～
二
○
○
○
年
六
月
）
の
最
大

イ
ベ
ン
ト
、
第
阿
十
六
回
年
次
大
会
及
び
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会

は
、
四
月
二
十
三
日
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
二
千
人
以
上

の
参
加
を
得
て
挙
行
さ
れ
る
。

出
会
い
、
生
き
が
い
、
助
け
合
い
の
知
性
と
友
愛
精
神
あ

ふ
れ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、

、
該
当
ク
ラ
ブ
内
の
審
査
を
経
て
招
請
さ
れ
る
。

〈
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
中
右
瑛
〉

■
問
い
合
わ
せ
／
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
５
１
Ａ
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
．
拍

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
０
３
．
０
３
０
３
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零
3趣〃

零
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零啄鋤劃
Ｌ

け

田
崎
真
珠
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
〃
田
崎
ペ
ル
ー
レ

Ｆ
Ｃ
〃
で
す
。
日
本
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
Ｌ
リ
ー
グ
に

在
籍
し
、
一
九
八
九
年
よ
り
、
田
崎
真
珠
の
社
員
選
手
が
中

心
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
二
十
一
名
の
選
手

が
、
午
前
中
を
田
崎
真
珠
各
職
場
で
勤
務
、
午
後
は
吉
川
町

に
あ
る
田
崎
真
珠
研
修
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
練
習
を
行
い
、

日
曜
日
に
試
合
に
臨
む
と
い
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
界
が
不
況
の
影
響
を
受
け
、
大
変
厳
し
い

状
況
下
、
田
崎
真
珠
は
チ
ー
ム
を
存
続
さ
せ
、
強
化
す
る
こ

と
に
力
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
先
の
第
二
十
一
回
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
で
の
優
勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
月

十
六
日
に
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
、
昨
年
優
勝

の
プ
リ
マ
ハ
ム
と
対
戦
。
延
長
戦
を
終
え
て
も
決
着
が
つ
か

な
い
苦
し
い
試
合
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｋ
戦
を
４
対
２
で
制
し
、

初
の
栄
冠
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
界
を
代
表
す
る
日
本
一
の

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
と
と
も
に
神
戸
を
代
表
す
る
チ
ー
ム
と
し
て
、

華
麗
に
、
そ
し
て
見
る
人
に
と
っ
て
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー
を
展

開
し
、
元
気
な
神
戸
を
発
信
で
き
る
よ
う
、
地
道
な
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
田
崎
真
珠
株
式
会
社
田
崎
ペ
ル
ー
レ
Ｆ
Ｃ
部
長
吉
田
茂
之
監
督
仲
井
昇
〉

■
田
崎
ペ
ル
ー
レ
Ｆ
Ｃ

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
７
丁
目
３
．
１

田
崎
真
珠
株
式
会
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
０
３
．
５
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
０
３
．
５
４
２
３

4６
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＄
硯
；
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!竜一

みんなおいでよ私学フェスタ(野田高校にて）
～いきいきと育つ子供たちを願いつづけて16年～

；

えば

ｊＤ〃

職

人

j：

偽￥
一難

謎

鴎〃

彦虞畠

Ⅱ

4７

鏡

邸
】
Ｌ

■

Ｐ一

ら
？ま

▼竜

一
壱
一

一
》
、
毒

画
戸

宇一 『
》矛

ＦｐＪＨ

》
》

Ｌ
ｊ

【
缶
一
毛

斤
是
曲

融言

ー
Ｌ

「
ジ
ャ
ン
ボ
寿
司
の
り
っ
て
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
、
長
い

寿
司
を
み
ん
な
で
巻
い
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
～
」
と
思

っ
て
い
た
、
そ
ん
な
あ
る
日
、
垂
水
漁
港
に
あ
る
神
戸
市
漁

協
を
訪
問
し
た
。
「
長
い
の
り
は
な
い
け
ど
、
『
須
磨
の
り
』

で
巻
い
て
く
だ
さ
い
Ｉ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
応
援
し
ま
す

ョ
」
と
、
や
さ
し
さ
の
輪
が
ひ
ろ
が
っ
た
。
寿
司
ネ
タ
は
、

食
遊
館
に
あ
る
「
秋
吉
」
が
心
よ
く
、
引
き
受
け
て
く
れ
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
サ
ラ
ダ
巻
き
寿
司
の
誕
生
。
「
全
長
十
メ
ー
ト
ル
も

の
サ
ラ
ダ
巻
き
は
前
代
未
聞
や
」
「
そ
れ
も
四
本
巻
い
て
、
な

ん
と
二
百
人
分
か
い
な
」
、
「
ゲ
キ
ウ
マ
」
。
観
客
の
拍
手
の
渦

の
中
、
黒
い
一
本
の
ラ
イ
ン
は
、
地
域
や
子
供
た
ち
、
親
や

教
師
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
、
太
い
心
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と
し

て
盛
り
上
が
っ
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
十
一
月
、
神
戸
野
田
高
校
に
お
い
て
の
私

学
フ
ェ
ス
タ
で
の
こ
と
。

こ
の
日
、
講
堂
で
は
、
高
校
生
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
と
気
合

い
を
い
れ
て
の
ギ
タ
ー
演
奏
、
生
徒
と
教
師
の
日
々
の
ふ
れ

あ
い
の
構
成
詩
朗
読
。
そ
し
て
、
記
念
講
演
は
、
妹
尾
河
童

さ
ん
の
言
少
年
Ｈ
」
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」
と
、
少
年
Ｈ

の
育
っ
た
時
代
を
聞
く
。
ま
た
教
室
で
は
学
校
紹
介
写
真
展
、

運
動
場
で
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
手
づ
く
り
の

催
し
に
千
人
も
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
教
育
界
の
発
想
マ
シ
ー
ン
と
し
て
楽

し
い
交
流
を
続
け
て
い
る
。
個
性
あ
ふ
れ
る
教
育
を
願
い
な

が
ら
歩
み
続
け
て
、
十
六
年
。

三
月
に
は
、
近
畿
私
学
の
親
や
教
師
、
職
員
が
日
頃
の
子

ど
も
へ
の
思
い
を
出
し
合
い
、
懇
親
。
お
互
い
に
元
気
を
も

ら
お
う
と
交
流
を
予
定
。

子
育
て
の
悩
み
、
ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
寿
司
に
参
加
し
た
い
方

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〈
兵
庫
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会
世
話
人
嘉
納
千
紗
子
〉

■
兵
庫
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
７
・
洞
・
６
協
栄
ビ
ル
２
０
５
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
４
１
．
３
９
０
４

脳と魁鉦

ある

ロ

、で

ロ

』
一

一
《

一
言

諏
匡
鐸
一

Ｊ
』

雲
園一

雲
園一

ある集い☆兵庫私学助成をすすめる会

Ｐ

一因Ｐ

＝

了魁学
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さ
な
耐
震
方
法
が
取
ら
れ
た
が
、
こ

の
方
法
が
真
に
文
化
財
を
守
る
こ
と

な
の
か
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
て

い
る
。日
本
が
日
清
、
日
露
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
戦
勝
国
と
な
る
に
つ
れ
て

ア
ジ
ア
の
中
で
唯
一
の
列
強
国
の
仲

間
入
り
を
し
た
。
旧
居
留
地
で
は
ロ

シ
ア
や
ド
イ
ツ
が
撤
退
し
た
後
に
、

鈴
木
商
店
の
よ
う
な
商
社
や
船
会
社

が
進
出
し
て
き
て
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
ス

タ
イ
ル
の
商
館
が
次
々
と
建
て
替
え

ら
れ
て
い
っ
た
。
特
に
関
東
大
震
災

で
横
浜
港
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、

世
界
貿
易
の
中
心
は
神
戸
に
移
り
、

当
時
は
貿
易
商
社
や
船
会
社
、
ゴ
ム

や
生
絹
の
取
引
や
検
査
業
務
が
神
戸

に
集
中
し
、
大
正
末
か
ら
昭
和
の
初

め
は
神
戸
経
済
の
全
盛
期
を
迎
え
、

こ
の
時
期
に
全
盛
期
に
建
て
ら
れ
た

近
代
洋
風
建
築
が
神
戸
の
建
築
文
化

を
育
ん
だ
。

京
都
の
着
物
文
化
、
大
阪
の
食
文

化
に
対
し
、
神
戸
の
建
築
文
化
と
言

わ
れ
る
原
因
は
こ
の
時
代
に
形
成
さ

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
居
留
地
が
西
洋

文
化
の
窓
口
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き

い
。
神
戸
気
質
が
モ
ダ
ン
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
所
以
は
既

に
西
洋
で
は
古
典
的
様
式
主
義
を
脱

し
て
い
た
が
、
古
典
主
義
の
様
式
が

も
っ
と
も
新
し
い
近
代
日
本
の
ス
タ

イ
ル
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
が
モ
ダ
ン
に
な
っ
た
。

軸

神
戸
旧
居
留
地
は
昨
年
一
○
○
周

年
記
念
事
業
を
開
催
し
た
。
一
八
九

九
年
に
下
田
の
通
商
条
約
が
改
正
さ

れ
、
居
留
地
が
日
本
に
返
還
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
の
居
留
地
は
日
本
の
権
限

が
入
り
込
め
な
い
治
外
法
権
の
場
所

で
あ
り
、
居
留
地
会
議
は
各
国
の
代

表
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
独

自
に
居
留
地
警
察
も
存
在
し
て
い
た
。

一
八
七
二
年
に
作
成
さ
れ
た
Ｊ
・

Ｗ
・
ハ
ー
ト
の
居
留
地
の
設
計
図
を

見
る
と
居
留
地
の
東
は
生
田
川
が
、

西
に
は
鯉
川
が
流
れ
、
旧
西
国
街
道

沿
い
に
は
北
野
川
が
掘
状
に
流
れ
、

南
は
海
岸
通
り
を
挟
ん
で
海
に
面
し

て
い
た
。
ま
わ
り
を
水
で
囲
ま
れ
、

当
時
は
現
在
の
北
野
町
の
木
造
異
人

館
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
下
見
板
に
ペ

ン
キ
塗
り
、
ま
た
は
モ
ル
タ
ル
に
ペ

ン
キ
塗
り
、
日
本
瓦
の
コ
ロ
ニ
ア
ル

ス
タ
イ
ル
の
商
館
と
住
居
、
煉
瓦
倉

庫
の
三
点
セ
ッ
ト
が
一
区
画
約
一
○

○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
建
っ

て
い
た
。

そ
の
典
型
的
な
例
、
十
五
番
館
は

唯
一
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
煉
瓦
倉
庫
は

壊
さ
れ
た
が
、
こ
の
建
物
は
建
設
当

初
の
姿
に
復
元
修
理
さ
れ
た
。
そ
し

て
阪
神
大
震
災
で
全
壊
し
た
。
国
の

面
目
を
か
け
、
免
震
構
造
の
基
礎
と

煙
突
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
と
し
、

屋
根
裏
に
鉄
骨
を
架
け
て
復
元
さ
れ

た
。
こ
の
復
元
に
は
当
初
の
木
造
を

で
き
る
だ
け
再
利
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
大
げ

明治５年の神戸外国人居留地地図 武田則明
く建築家〉

一己一二参

現在の旧居留地
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●
傭
鱈
・
書
紬
誌
の
家
‐

さ
れ
た
高
級
住
宅
地
に
数
多
く
の
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
の
住
宅
が
建

設
さ
れ
た
。

災
後
修
復
さ
れ
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計

の
松
本
邸
な
ど
と
共
に
、
震
災
前
の

阪
神
間
の
「
ま
ち
の
記
憶
」
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
建
築
の
一
つ
と
し
て
根

付
い
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
る
。

右
記
の
理
由
以
外
に
も
、
阪
神
間

で
は
、
関
西
学
院
や
神
戸
女
学
院
の

校
舎
を
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
で

設
計
し
た
米
国
の
建
築
家
・
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
や
、
い
ち
早
く
米
国
か
ら
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た

住
宅
専
門
会
社
・
あ
め
り
か
屋
な
ど

の
影
響
も
あ
り
、
昭
和
初
期
に
開
発

な
ぜ
関
東
よ
り
も
、
関
西
、
特
に

阪
神
間
で
人
気
を
博
し
た
か
と
い
う

理
由
の
一
つ
は
、
阪
神
間
の
気
候
風

蝋

/Ｉ

4９

土
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
土
の

色
ひ
と
つ
を
例
に
と
っ
て
も
、
関
東

ロ
ー
ム
層
の
黒
い
土
の
上
に
建
つ
ス

パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
の
住
宅
と
、

御
影
石
の
砂
の
混
ざ
っ
た
阪
神
間
の

白
っ
ぽ
い
土
の
上
に
建
つ
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
ス
タ
イ
ル
の
住
宅
を
比
較
す
れ

ば
、
ど
ち
ら
が
美
し
く
見
え
る
か
は

だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

暖炉のある居間と食堂

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
は
、
大

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

特
に
関
西
で
人
気
を
博
し
た
住
宅
様

式
で
あ
る
。

2階のパテイオ

設
計
者
と
し
て
は
、
こ
の
家
が
震

● 潅蕊

特
に
阪
急
夙
川
駅
周
辺
の
、
相
生

町
、
雲
井
町
、
殿
山
町
に
は
そ
の
数

が
多
く
、
戦
後
も
丁
寧
に
住
み
継
が

れ
て
、
阪
神
間
ら
し
い
住
宅
地
の
景

観
を
形
作
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
が
、
今
回
の
阪
神
大
震
災
に

よ
っ
て
そ
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
た
．

こ
の
家
も
そ
う
し
た
住
宅
の
一
つ
で

あ
っ
た
が
、
震
災
前
の
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
で
き
る
だ
け
復
元
し
た
い
と
い

う
建
築
主
の
強
い
要
望
で
、
ス
パ
ニ

ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
で
再
建
さ
れ
た
。

河

藤

（

西
側
外
観

外
壁
全
体
を
ス
ペ
イ
ン
塗
と
い
う

微
妙
な
陰
影
を
作
り
出
す
左
官
工
法

で
白
や
ク
リ
ー
ム
色
に
仕
上
げ
、
屋

根
に
赤
色
の
半
円
系
の
ス
ペ
イ
ン
瓦

や
Ｓ
瓦
（
昭
和
初
期
に
日
本
で
開
発

さ
れ
た
瓦
）
を
用
い
た
洋
風
建
築
様

式
の
こ
と
で
、
当
時
米
国
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
地
方
で
流
行
し
た
も
の
が

日
本
に
伝
搬
し
た
も
の
で
あ
る
。

玄関ホール

噺
凹

唖製圭一＝‘＝・-斗

橋本修英
く(有)アーキテック〉 醐
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…
：

竹
久
夢
二

「
四
つ
の
恋
の
も
の
が
た
り
」

Ｕ
↓
》
づ
じ
上
』
つ
こ
・
わ
く

〈
そ
の
十
一
〉
鰯
々
鍵
惑
、
不
思
議
な
女
。
お
葉

夢
二
嫉
妬
に
狂
う

夢
二
が
最
も
愛
し
た
女
性
・
彦
乃
と
の
悲
し
い
別
離
。
や
る
せ
な
い
夢
二
の

恋
の
遍
歴
は
、
第
四
の
女
性
・
お
葉
へ
と
移
る
．

彦
乃
が
入
院
し
、
相
思
相
愛
の
二
人
の
仲
を
、
彼
女
の
父
に
引
き
裂
か
れ
虚

脱
の
中
に
沈
み
き
っ
て
い
た
夢
こ
の
前
に
、
一
人
の
不
思
議
な
過
去
を
持
つ
美

し
い
モ
デ
ル
が
現
れ
た
の
だ
。

大
正
八
年
、
本
郷
・
菊
坂
の
菊
冨
士
ホ
テ
ル
に
あ
る
夢
二
ア
ト
リ
エ
に
通
う

美
少
女
。
夢
二
が
師
と
仰
ぐ
藤
島
武
二
の
モ
デ
ル
で
、
数
え
十
六
歳
。
本
名
・

半

佐
々
木
力
子
ョ
。
永
井
兼
代
と
も
い
う
。
夢
一
一
は
「
お
葉
」
と
呼
ん
だ
。
典
型

的
な
秋
田
美
人
。
す
き
通
る
白
い
肌
、
古
風
な
タ
イ
プ
の
お
色
気
、
い
つ
も
泣

き
そ
う
な
鰯
々
し
い
女
と
は
、
こ
う
い
う
タ
イ
プ
な
の
だ
ろ
う
か
。
痛
み
を
こ

ら
え
た
よ
う
で
世
紀
末
的
な
タ
イ
ハ
イ
の
表
情
。
十
六
歳
の
少
女
と
は
思
え
な

い
程
に
、
不
思
議
な
魅
力
を
発
散
し
て
い
た
。

中
右
瑛

蕊蕊画
架は時時

はＩま

よ
る
こ歓
び
な
り
き

悲
し
み
な
り
き

（
詩
築
「
夜
の
競
台
」
よ
り
）

竹
久
夢
二
画
一
Ｋ
夫
人
」

「
為
寛
国
手
」
と
、
為
書
き
が
し
て
あ
る
。
国
手
と
は
名
医
、
あ
る
い
は
医
者
を
あ
が
め
て
い
う

時
の
尊
敬
語
で
、
寛
先
生
の
た
め
に
描
い
た
と
い
う
も
の
。
「
Ｋ
夫
人
」
と
は
、
寛
先
生
の
奥
さ

ま
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か

＃

Ｘ
図

＆

＃

Ｘ
図

＆…
：

”
ノ

三
十
六
歳
の
夢
二
は
、
再
び
画
家
と
し
て
、
男
と
し
て
の
情
熱
を
蘇
ら
せ
た

の
だ
。
お
葉
と
は
年
齢
が
二
十
歳
も
大
き
く
ひ
ら
い
て
い
た
の
だ
が
…
。

大
正
八
年
、
病
床
の
彦
乃
へ
の
恋
慕
本
『
山
へ
よ
す
る
』
を
出
版
し
た
直
後

の
七
月
ご
ろ
、
モ
デ
ル
の
お
葉
が
通
い
は
じ
め
た
。

お
葉
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）
三
月
一
日
、
秋
田
（
河
辺
郡
和
田

村
赤
平
字
境
田
）
生
ま
れ
、
父
は
農
業
。
し
か
し
こ
れ
は
戸
籍
上
の
こ
と
で
、

複
雑
な
家
族
関
係
が
あ
り
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
三
歳
の
と
き
、
歓
楽

街
で
働
い
て
い
た
実
母
と
共
に
上
京
し
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
モ
デ
ル
と
な
り
、

病
身
の
母
を
助
け
て
働
い
て
い
た
。

お
葉
は
藤
島
武
二
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
実
は
「
責
め
絵
」
の
大

家
で
奇
人
と
も
い
わ
れ
た
伊
藤
晴
雨
（
明
治
十
五
年
ｌ
昭
和
三
十
六
年
）
の
お

気
に
入
り
の
モ
デ
ル
で
も
あ
っ
た
。

晴
雨
は
、
女
体
を
縛
り
、
責
め
あ
げ
、
痛
め
、
虐
待
の
Ｓ
Ｍ
の
世
界
に
究
極

の
絵
画
美
を
求
め
、
「
縛
ら
れ
た
女
こ
そ
美
し
い
」
と
、
苦
悶
の
女
性
美
を
懸
命

に
写
し
、
桃
惚
の
極
み
に
達
す
る
倒
錯
エ
ロ
ス
を
追
求
す
る
「
責
め
絵
」
と
呼

ば
れ
た
異
端
の
性
風
俗
絵
師
で
あ
る
。

身
も
あ
ら
わ
に
緊
縛
さ
れ
、
吊
る
さ
れ
、
身
悶
え
す
る
表
情
、
姿
態
を
、
ま

だ
十
四
、
五
歳
の
若
き
お
葉
が
懸
命
に
演
じ
た
。
お
葉
は
描
か
れ
る
喜
び
、
責

罰
忌
争

急

”
ノ

罰a

罰
忌
争

急
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バニロ死葉つ回

め
ら
れ
る
快
楽
も
感
じ
た
と
い
う
。

モ
デ
ル
お
葉
の
こ
と
を
夢
二
は
、
「
初
め
の
う
ち
は
け
な
げ
で
可
愛
い
子
だ
と

思
い
、
あ
る
時
か
ら
好
き
な
娘
と
思
い
は
じ
め
、
今
は
な
か
な
か
憎
ら
し
い
…

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
、
と
日
記
に
書
き
残
し
て
い
る
。

「
明
日
、
ま
た
来
て
も
い
い
…
」

お
葉
は
夢
二
に
甘
え
る
よ
う
に
言
う
。

二
人
は
い
つ
し
か
深
い
仲
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

そ
の
直
後
の
大
正
九
年
一
月
十
六
日
、
彦
乃
の
死
が
夢
二
の
許
に
も
た
ら
さ

れ
た
。

「
再
び
恋
は
す
ま
じ
」

と
誓
っ
た
の
だ
が
、
夢
二
は
お
葉
に
、
自
然
に
深
く
深
く
傾
倒
し
て
い
っ
た
の
だ

ｈ＝

I（ ①

剛1111肌11Ｍ肌IEIＩ

⑥

っ
た
。
盤
惑
で
不
思
議
な
魅
力
を
発
散
す
る
美
し
い
モ
デ
ル
の
出
現
が
、
ま
た
も

夢
二
を
か
き
た
て
た
の
だ
っ
た
。

お
葉
を
得
て
、
夢
二
は
爆
発
的
な
創
作
活
動
を
示
し
は
じ
め
た
。

夢
二
の
傑
作
と
う
た
わ
れ
て
い
る
妖
し
い
魅
力
の
「
黒
猫
を
抱
い
た
女
ｌ
黒

船
屋
」
や
、
長
崎
旅
行
の
想
い
出
を
描
い
た
異
国
情
趣
溢
れ
る
「
長
崎
十
二
景
」
、

様
々
な
女
た
ち
の
姿
態
や
表
情
を
半
身
絵
に
集
約
し
た
「
女
十
題
」
な
ど
は
、

丁
度
こ
の
頃
の
制
作
で
あ
る
．
こ
れ
ら
の
絵
に
登
場
す
る
女
性
は
、
初
恋
の
ひ

と
タ
マ
キ
や
死
に
別
れ
た
彦
乃
の
幻
影
、
あ
る
い
は
鰯
々
鐘
惑
の
お
葉
で
も
あ

ろ
う
。
夢
二
は
画
家
と
し
て
一
番
充
実
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

十
歳
の
ち
こ
（
不
二
彦
）
は
お
葉
の
こ
と
を
、
彦
乃
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に

「
お
姉
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
。
我
が
ま
ま
な
夢
二
と
、
子
供
の
よ
う
に
ダ
ダ

を
こ
れ
る
お
葉
は
痴
話
ゲ
ン
ヵ
が
絶
え
ず
、
お
葉
は
よ
く
泣
き
、
藤
島
武

二
宅
に
も
よ
く
駆
け
込
ん
だ
と
い
う
。

お
葉
は
過
去
に
凄
絶
な
経
験
を
し
た
わ
り
に
は
純
で
や
さ
し
く
、
夢
二

に
も
よ
く
甘
え
た
と
い
う
。
お
葉
は
男
の
な
せ
る
ま
ま
身
を
ま
か
せ
る
、

自
立
の
で
き
な
い
女
だ
っ
た
！
と
も
伝
え
ら
れ
、
痴
女
の
よ
う
だ
、
と

画
い
う
極
論
も
あ
る
く
ら
い
だ
。

》
夢
二
は
お
葉
が
気
が
か
り
だ
っ
た
。
以
前
か
ら
学
生
た
ち
と
恋
愛
遊
戯

側
め
い
た
こ
と
を
、
何
度
か
耳
に
し
て
い
た
。

麺
「
浮
気
し
な
い
だ
ろ
う
か
…
」

雪
「
若
い
恋
人
と
…
」

酒
夢
二
は
そ
ん
な
妄
想
に
悩
ま
さ
れ
、
嫉
妬
に
狂
っ
た
の
だ
っ
た
。

ＲＥＶＯＬＣＳＥＶ

回
中
石
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

印

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

ＬＲ

１
９
３
４
毎
エ
ま
れ
、
神
一
戸
重
甚

Ｕ

［
受
賞
歴
］
拝
勤
斎
展
に
お
い
て
奨
励
賞
新
Ｉ
資
、
会
友
賞
行
動
美
鞭
員
受
賞
．

ＯｒＦ

浮
世
絵
蒐
集
研
究
の
功
績
に
よ
り
尋
笹
購
間
貸
受
賞
．
半
ど
ん
提
卜
美
極
貝
、
兵
庫

譜

県
文
幽
員
、
神
戸
亜
メ
ル
肯
な
ど
受
賞
。

楽

現
在
行
動
美
術
協
会
会
員
国
際
浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
に
、
抽
象
画
集

オ

「
シ
エ
リ
ト
・
リ
ン
ド
／
ミ
ラ
ク
ル
ブ
ル
ー
の
世
界
」
「
浮
世
絵
ミ
ス
テ
リ
ー
巷
談
」

ノセ

「
写
楽
は
把
才
だ
っ
た
！
」
「
忠
臣
蔵
浮
世
造
「
豆
本
・
夢
二
黒
猫
縞
講
」
が
あ
る

５
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一一夜だけ咲く命の花

5２

神戸篤載

○ＮＥＤＡＹＬｌＬＹ２

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
車
両
後
部
に
び
っ
し
り
セ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
機
材
の
情
報
機
器
の
前
で
熱
心
に

作
業
し
て
い
る
宮
乃
ゆ
り
の
顔
が
う
な
ず
い
て
い
る
。

「
と
こ
ろ
で
、
今
晩
の
お
泊
り
は
ど
ち
ら
で
」

「
え
え
、
私
ど
も
の
神
戸
支
店
の
者
が
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ

ホ
テ
ル
（
０
７
８
‐
３
０
３
’
１
１
１
１
）
を
と
っ
て
い
る

そ
う
で
す
の
」

「
あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
い
い
選
択
で
す
。
神
戸
が
誇
る

こ
の
ホ
テ
ル
は
海
辺
に
建
つ
、
東
洋
的
な
ム
ー
ド
を
持
つ

豪
華
な
ホ
テ
ル
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
人
気
も
な
か
な
か

の
も
の
だ
し
、
サ
ー
ビ
ス
も
非
常
に
い
い
の
で
僕
は
好
き

で
す
。
た
だ
、
今
回
は
ハ
コ
が
大
き
す
ぎ
て
ち
ょ
っ
と
ガ

ー
ド
が
難
し
い
。
こ
の
事
件
が
終
わ
る
ま
で
動
線
の
少
な

い
ホ
テ
ル
の
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
（
ゆ
り
ち
ゃ
ん
）
隣

の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
（
０
７
８
‐
３
３
３
‐
０
１
１
１
）

を
と
っ
て
。
事
務
所
の
隣
だ
か
ら
何
か
と
便
利
だ
し
、
国

内
で
も
有
数
の
格
式
あ
る
ホ
テ
ル
で
評
判
も
良
い
か
ら
ご

安
心
で
し
ょ
う
」

一
瞬
、
夫
人
の
顔
に
緊
張
感
が
。
ま
ず
か
っ
た
な
。
心

配
さ
せ
ち
ゃ
っ
た
か
。

夜
は
夫
人
か
ら
是
非
に
と
夕
食
の
誘
い
を
受
け
、
三
人

で
ホ
テ
ル
内
の
二
階
に
あ
る
中
華
料
理
「
桃
花
林
」
に
向

か
っ
た
。

途
中
、
あ
ら
、
あ
ら
、
見
慣
れ
た
顔
が
。
フ
ロ
ン
ト
ロ

ビ
ー
か
ら
汗
を
か
き
な
が
ら
大
股
で
急
ぎ
足
で
や
っ
て
く

る
男
性
が
。

三
ツ
星
ベ
ル
ト
株
式
会
社
の
西
河
紀
男
社
長
で
あ
る
。

い
つ
も
な
が
ら
こ
の
社
長
は
忙
し
い
。
き
っ
と
、
仕
事
が

好
き
で
好
き
で
仕
方
が
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
感
じ
で

あ
る
。

「
や
あ
、
西
河
さ
ん
急
い
で
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」

「
あ
っ
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
。
久
し
ぶ
り
や
ね
え
…
。
相
変
わ

ー

ウドノ葉生子

「
奥
翫
・
窯
謹
厩
賊
賑
痔
融
り

あ
わ
て
ち
ゃ
っ
て
。
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
私
、
渋
谷
の

神
宮
前
に
住
む
横
田
三
千
子
沌
歳
で
す
の
。
夫
は
俊
充
沌

歳
、
原
宿
で
ア
パ
レ
ル
関
係
の
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す

の
。
会
社
の
創
業
は
で
す
ね
え
」
お
っ
と
、
待
っ
て
。
夫

人
の
真
紅
の
口
紅
が
薄
い
唇
か
ら
少
々
は
み
出
し
気
味
で

あ
っ
て
、
そ
の
口
か
ら
あ
ら
ゆ
る
ご
自
慢
が
乱
射
さ
れ
る

の
は
た
ま
ら
な
い
。

「
い
や
、
お
名
前
だ
け
で
結
構
で
す
。
多
分
、
柴
田
先
生

の
事
務
所
か
ら
資
料
が
届
い
て
い
る
は
ず
で
す
」

神戸ポートビアホテル
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トムキャンティのカクテル

１

5３

ら
ず
君
も
忙
し
そ
う
や
な
い
の
（
さ
り
げ
な
く
夫
人
に
目

が
走
る
）
今
、
仕
事
で
ね
、
会
食
が
あ
っ
て
遅
れ
て
ん
ね

ん
。
あ
っ
、
そ
う
そ
う
、
ち
ょ
っ
と
話
し
た
い
こ
と
が
あ

る
ん
で
、
あ
と
か
ら
秘
書
に
連
絡
さ
せ
る
わ
。
じ
ゃ
あ
、

失
礼
！
」

業
績
の
い
い
会
社
は
ト
ッ
プ
が
元
気
だ
な
あ
。
そ
れ
に

ひ
き
か
え
、
わ
が
事
務
所
は
…
あ
～
あ
、
た
め
息
が
…
。

お
っ
と
、
東
京
か
ら
福
の
神
の
ご
入
来
だ
っ
た
。
人
の
不

幸
で
飯
を
食
う
の
は
良
心
が
少
々
痛
む
が
、
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
の
は
そ
も
そ
も
社
会
的
救
済
な
ん
だ
か
ら
、

な
あ
ん
て
。

今
夜
も
桃
花
林
は
最
高
の
味
。
何
と
言
っ
て
も
代
表
料

理
は
「
か
に
の
玉
子
入
り
ふ
か
の
ひ
れ
」
（
３
，
４
名
で

４
８
０
０
円
）
と
「
か
に
の
手
の
揚
げ
物
」
（
１
１
０
０

円
）
。
相
変
わ
ら
ず
う
ま
い
。
後
味
が
淡
白
で
い
つ
も
わ

が
グ
ル
メ
感
性
に
い
っ
そ
う
の
磨
き
が
か
か
る
。

老
酒
の
勢
い
と
夫
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
レ
デ
ィ
に
優

し
い
僕
は
三
宮
駅
か
ら
北
上
の
位
置
に
あ
る
、
仲
間
内
の

榊
晴
夫
が
唖
年
も
経
営
し
て
い
る
老
舗
バ
ー
「
ト
ム
キ
ャ

ン
テ
ィ
」
（
０
７
８
‐
３
３
１
‐
２
１
２
２
）
に
案
内
す
る
。

「
あ
り
が
と
う
、
ゆ
り
さ
ん
。
心
強
い
わ
」

夫
人
と
ゆ
り
と
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
上

が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
や
れ
、
や
れ
。

僕
は
い
つ
も
の
ジ
ン
ベ
ー
ス
の
（
ウ
ォ
ッ
カ
マ
テ
ィ
ニ

ー
）
（
１
２
０
０
円
）
い
つ
も
な
が
ら
、
の
ど
が
ゴ
ク
ン

と
鳴
る
。

こ
れ
が
う
ま
い
ん
だ
な
あ
－
で
あ
る
。
女
に
は
弱
い
僕

で
あ
る
が
、
お
酒
に
は
ま
あ
強
い
方
で
崩
れ
た
こ
と
が
な

い
の
が
自
慢
。

一
時
間
後
、
気
が
か
り
な
用
件
が
控
え
て
い
る
た
め
、

夫
人
と
ゆ
り
を
ホ
テ
ル
に
送
っ
て
事
務
所
で
軽
く
ビ
ー
ル

を
飲
み
な
が
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
料
に
ざ
っ
と
目
を
通

す
。

桃花林

こ
の
バ
ー
は
神
戸
を
代
表
す
る
、
屈
指
の
ク
オ
リ
テ
ィ
と

プ
ラ
イ
ド
高
き
実
績
を
誇
る
バ
ー
で
あ
る
。

「
何
し
て
た
ん
？
ジ
ュ
リ
ア
ン
」

「
お
っ
、
早
速
の
き
つ
い
お
言
葉
。
今
日
は
や
ん
ご
と
な

き
姫
君
を
お
連
れ
し
た
の
に
」

「
そ
れ
は
失
礼
し
ま
し
た
。
あ
の
ね
、
さ
っ
き
か
ら
河
合

ち
ゃ
ん
が
必
死
に
な
っ
て
捜
し
て
た
よ
」

「
へ
え
、
な
ん
や
ろ
」

神
戸
地
下
街
株
式
会
社
の
営
業
企
画
部
長
の
河
合
修
は

な
か
な
か
の
切
れ
者
。
日
夜
ス
ー
パ
ー
マ
ン
的
活
曜
ぶ
り

と
同
時
に
驚
く
ほ
ど
気
配
り
が
あ
っ
て
、
ま
さ
に
気
は
優

し
く
て
力
持
ち
。
僕
は
女
性
に
は
人
百
倍
気
配
り
満
点
な

ん
だ
が
…
。
彼
に
は
脱
帽
。

「
と
こ
ろ
で
今
日
は
何
を
」

「
う
ん
。
ま
ず
、
奥
さ
ん
が
食
通
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら

榊
君
の
ご
自
慢
を
す
す
め
て
よ
」

彼
は
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
の
役
員
で
こ
の
道
の
オ

ー
ソ
リ
テ
ィ
で
あ
る
か
ら
、
何
と
い
っ
て
も
お
す
す
め
は

カ
ク
テ
ル
。

「
奥
さ
ん
に
は
女
性
の
健
康
を
考
え
た
ザ
ク
ロ
の
エ
キ
ス

が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
フ
ル
ー
テ
ィ
な
カ
ク
テ
ル
（
マ
ダ

ム
・
ペ
ル
シ
ャ
）
（
１
５
０
０
円
）
が
い
い
で
し
ょ
う
ネ
」

「
あ
ら
っ
！
美
味
し
そ
う
。
そ
れ
を
ぜ
ひ
い
た
だ
き
た
い

わ
」「
ゆ
り
ち
ゃ
ん
に
は
（
ピ
ー
チ
・
リ
キ
ュ
ー
ル
）
（
１
２
０

０
円
）
が
い
い
と
思
う
。
こ
れ
は
爽
や
か
な
口
当
た
り
だ

か
ら
」

「
何
で
も
い
た
だ
き
ま
す
１
あ
っ
、
で
も
今
日
は
仕
事
で

す
か
ら
、
涙
を
の
ん
で
や
め
ま
す
。
美
味
し
さ
は
次
回
に

い
た
だ
き
ま
す
」

「
あ
れ
っ
、
ゆ
り
ち
ゃ
ん
、
偉
い
ね
」
と
榊
君
。

「
ほ
め
ら
れ
る
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
当
た
り
前
！
」
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１
１
［

情
報
分
析
に
か
か
ろ
う
と
し
た
途
端
、
頭
の
中
が
カ
ク

ン
と
き
た
。

「
桃
花
林
」
の
老
酒
、
「
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
」
の
ウ
ォ
ッ

カ
・
マ
テ
ィ
ー
ニ
、
事
務
所
で
の
ビ
ー
ル
、
こ
れ
ぐ
ら
い

で
僕
が
酔
う
は
ず
が
な
い
。
ま
し
て
酔
っ
た
こ
と
も
な
い

の
に
。
こ
り
や
あ
、
変
だ
。
僕
ら
し
く
な
い
。
事
務
所
に

着
く
ま
で
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
昨
夜
も
よ
く

眠
っ
た
し
、
睡
眠
不
足
で
も
な
い
。
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。

そ
う
だ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
必

死
に
な
っ
て
凝
視
す
る
。
い
や
な
予
感
だ
。
誰
か
こ
の
事

務
所
に
入
っ
た
者
が
い
る
。
飲
み
口
の
と
こ
ろ
が
気
の
せ

い
か
う
っ
す
ら
と
一
筋
残
っ
て
い
る
。
眠
気
が
増
す
中
、

必
死
に
な
っ
て
デ
ス
ク
の
下
段
の
引
き
出
し
か
ら
、
眠
気

を
解
除
す
る
錠
剤
を
フ
ラ
フ
ラ
頭
で
や
っ
と
探
し
当
て

る
。
そ
れ
を
２
錠
、
大
急
ぎ
で
飲
み
込
む
。
よ
か
っ
た
。

間
一
髪
、
眠
り
姫
な
ら
ぬ
、
眠
り
王
子
に
な
ら
な
く
て
よ

か
っ
た
。
僕
を
眠
ら
せ
る
根
拠
は
？

そ
し
て
誰
が
？
何
の
た
め
に
？

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
写
真
は
５
枚
あ
っ
た
。
表
参
道
の

浦
酒
な
５
階
建
て
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ

ル
。
夫
俊
充
の
柔
和
な
顔
。
風
貌
に
似
合
わ
ぬ
冷
た
い
ま

な
ざ
し
が
僕
を
凝
視
し
て
い
る
。
裏
参
道
の
数
寄
屋
造
り

の
２
階
建
て
豪
邸
。
祝
創
業
師
年
と
記
さ
れ
た
パ
ー
テ
ィ

で
役
員
社
員
に
囲
ま
れ
た
俊
充
。
家
族
一
族
郎
党
の
写
真
。

ど
れ
も
心
の
動
き
が
な
い
。
未
知
の
人
だ
か
ら
何
の
感
情

も
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
僕
の
勘
と
し
て
何
か
読
め

な
い
も
の
が
あ
る
。
な
ん
だ
ろ
う
。

他
に
情
報
と
し
て
こ
の
３
年
間
の
会
社
業
績
、
会
社
定

款
、
家
族
な
ど
の
戸
籍
謄
本
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
情
報
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

さ
て
と
、
ビ
ー
ル
か
ら
つ
く
り
置
き
の
コ
ー
ヒ
ー
を
カ

ッ
プ
に
注
い
で
グ
イ
と
一
気
に
飲
み
干
し
た
。

情
報
分
析
に
か
か
ろ
う
と
し
た
途
端
、
頭
の
中
が
カ
ク

ン
と
き
た
。

「
桃
花
林
」
の
老
酒
、
「
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
」
の
ウ
ォ
ッ

カ
・
マ
テ
ィ
ー
ニ
、
事
務
所
で
の
ビ
ー
ル
、
こ
れ
ぐ
ら
い

で
僕
が
酔
う
は
ず
が
な
い
。
ま
し
て
酔
っ
た
こ
と
も
な
い

の
に
。
こ
り
や
あ
、
変
だ
。
僕
ら
し
く
な
い
。
事
務
所
に

着
く
ま
で
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
昨
夜
も
よ
く

眠
っ
た
し
、
睡
眠
不
足
で
も
な
い
。
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。

そ
う
だ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
必

死
に
な
っ
て
凝
視
す
る
。
い
や
な
予
感
だ
。
誰
か
こ
の
事

務
所
に
入
っ
た
者
が
い
る
。
飲
み
口
の
と
こ
ろ
が
気
の
せ

い
か
う
っ
す
ら
と
一
筋
残
っ
て
い
る
。
眠
気
が
増
す
中
、

必
死
に
な
っ
て
デ
ス
ク
の
下
段
の
引
き
出
し
か
ら
、
眠
気

を
解
除
す
る
錠
剤
を
フ
ラ
フ
ラ
頭
で
や
っ
と
探
し
当
て

る
。
そ
れ
を
２
錠
、
大
急
ぎ
で
飲
み
込
む
。
よ
か
っ
た
。

間
一
髪
、
眠
り
姫
な
ら
ぬ
、
眠
り
王
子
に
な
ら
な
く
て
よ

か
っ
た
。
僕
を
眠
ら
せ
る
根
拠
は
？

そ
し
て
誰
が
？
何
の
た
め
に
？

深
夜
だ
っ
た
が
、
東
京
の
柴
田
敏
之
先
生
の
自
宅
に
電

話
を
入
れ
る
。

「
先
生
、
横
田
夫
人
が
来
ら
れ
ま
し
た
」

「
う
ん
、
う
ん
。
夫
君
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
会
社
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
裏
で
は
情
報
関
連
の
会
社
も
や
っ

て
い
て
な
か
な
か
の
実
力
者
で
ね
。
う
ち
が
顧
問
を
や
っ

て
い
る
ん
だ
が
…
。
さ
て
、
今
度
の
仕
事
は
ビ
ン
ポ
ー
な

深
夜
だ
っ
た
が
、
東
京
の
柴
田
敏
之
先
生
の
自
宅
に
電

話
を
入
れ
る
。

「
先
生
、
横
田
夫
人
が
来
ら
れ
ま
し
た
」

「
う
ん
、
う
ん
。
夫
君
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
会
社
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
裏
で
は
情
報
関
連
の
会
社
も
や
っ

て
い
て
な
か
な
か
の
実
力
者
で
ね
。
う
ち
が
顧
問
を
や
っ

て
い
る
ん
だ
が
…
。
さ
て
、
今
度
の
仕
事
は
ビ
ン
ポ
ー
な

こ
れ
で
、
夫
人
の
用
件
は
確
実
に
事
件
に
変
貌
し
た
碗

こ
れ
で
、
夫
人
の
用
件
は
確
実
に
事
件
に
変
貌
し
た
碗

会社

１
１
［

三ツ星ベルト株式

君
に
ま
た
と
な
い
、
お
い
し
い
仕
事
だ
か
ら
ガ
ン
バ
ッ
テ

や
り
な
さ
い
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
す
み

ま
せ
ん
。
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
よ
。
と
こ
ろ
で
先
生
、
こ

れ
は
事
件
に
な
り
ま
し
た
。
僕
の
事
務
所
に
誰
か
忍
び
込

ん
だ
よ
う
で
」

「
え
っ
、
そ
う
な
の
。
じ
ゃ
あ
、
夫
人
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
て
あ
げ
て
」

「
わ
か
っ
て
ま
す
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
女
の
子
を
つ
け
て

ま
す
が
、
も
う
一
人
男
を
つ
け
ま
す
」

「
そ
う
し
て
。
着
手
金
と
し
て
１
０
０
万
送
っ
て
お
こ
う
」

「
わ
お
－
！
助
か
り
ま
す
」

「
も
っ
と
細
か
い
資
料
は
今
、
小
畑
英
一
弁
護
士
が
ま
と

め
て
い
る
か
ら
。
こ
の
社
長
と
い
う
の
は
叩
き
上
げ
の
成

功
者
な
ん
だ
が
、
普
通
の
成
り
上
が
り
と
違
っ
て
美
術
文

化
に
も
深
い
教
養
人
で
ね
。
性
格
は
穏
や
か
で
寡
黙
、
ア

ク
が
な
い
。
こ
う
い
う
世
界
で
は
珍
し
い
植
物
的
な
感
じ

で
、
私
と
も
よ
く
気
が
合
う
。
目
に
見
え
る
敵
は
い
な
い

が
、
う
－
ん
、
掘
り
起
こ
せ
ば
い
る
か
も
－
」

「
わ
か
り
ま
し
た
。
私
的
な
裏
関
係
は
僕
が
や
り
ま
す
」

「
し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
よ
。
君
も
充
分
気
を
つ
け
て
ね
」

「
は
い
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

先
生
の
言
葉
が
い
つ
も
な
が
ら
温
か
い
。
事
は
始
ま
っ

た
。

（
つ
づ
く
）
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功
者
な
ん
だ
が
、
普
通
の
成
、
り
上
が
り
と
違
っ
て
美
術
文

化
に
も
深
い
教
養
人
で
ね
。
性
格
は
穏
や
か
で
寡
黙
、
ア

ク
が
な
い
。
こ
う
い
う
世
界
で
は
珍
し
い
植
物
的
な
感
じ

で
、
私
と
も
よ
く
気
が
合
う
。
目
に
見
え
る
敵
は
い
な
い

が
、
う
－
ん
、
掘
り
起
こ
せ
ば
い
る
か
も
１
」

「
わ
か
り
ま
し
た
。
私
的
な
裏
関
係
は
僕
が
や
、
り
ま
す
」

「
し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
よ
。
君
も
充
分
気
を
つ
け
て
ね
」

「
は
い
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

先
生
の
言
葉
が
い
つ
も
な
が
ら
温
か
い
。
事
は
始
ま
っ

た
。

（
つ
づ
く
）

5４

ウドノ葉生子

作家、ＴＶイベントプロデ

ューサーなど多襟に活蹴

中。月刊神戸っ子に『松廼

家ものがたり」連載。若者
向け著瞥「音声多重面白栂
造ｉ（三水社）で人気を集

める。殿近作「ああ、万事
塞翁がお・ん・な」（文回
社）では神戸花顧の花柳界
の歴史を綴る。ラジオ日本
｢ウドノヨーコのざつくパ

ラユティｊのパーソナリテ

ィを阪神・淡路大蕊災まで
務める。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



罰５

神戸ファッション市氏大学OBによるグループ納戸のファッション都市化をめざす事務局/神戸市中央区下山手通３－１－１８
ツインズトァビル４Ｆ月刊神戸っ子内

ＫＲＳ､jW硫i鴬
ソサエティ TEL･O78-331-2246

FAX.Ｏ7８－３３１－２７９５

｢ものづくりに心をこめて_/株式会社ボンニー取締役平上素行

今回は神戸のボデイフアツシヨンメーが無いほど、からだの一部になるものがし、何か大切なものを忘れてしまってい

カー株式会社ボンニーの平上素行さん一番の理想ですね」るような気がします。どこかたがが外れ
にお話しを伺いました。 ファッションの多様化て、普通のことがおざなりにされてしま

「近年の市場現境は、消費者暗好が多様化っているようです。このような時代だかからだの一部になるもの

｢昭和32年の入,社以来､女性に常に美しく
し、ﾗｲﾌスタイルの変化､ﾌｧｯｼｮ らこそ、私たち物づくりに携わる者は当

いてもらいたいという気持ちで仕事に取ﾝの変化が激しくなっており､ｱｳﾀー たり前のことですが、心をこめて作った
り組んでいます。ランジェリーはからだの流れがパンツスタイルになり、丈の長製品を世の中に提供し、女性を美しく、
に直接つけるものですが、着ている実感いスリップを着る人が減少しています。そして華やかな社会にしていきたいと考

また、キャミソールのようにアウターとえています」

鯉”が
声

青当』

’１：

劉癒;鼠

昌一■

レース使いが美しい自社製品の前で

アンダーウェアの区別が無くなり、ファ

ヅション性の多様化がみられますね。特 ●ＫＦＳマンスリーのお知らせ●

市場調査を行い、お客様の声を製品に反 田辺貝人

映するように心掛けています」日時／５月19日（金）１８:30~20:３０
場所／カフェド神戸旧居留地15番館

これからのものづくり 神戸市中央区浪花町15番地

｢世の中は今、便利さや利潤ばかりを追求会費/3500円

ママといっしょに

あかちやん：平井祥世ちゃん
(平成11年11月９日生まれ）

ママ：ゆかりさん

｢思いやりのある、やさしい子に育ってね」

☆佐本産科。婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通41-15

Ｔａ:078－575-1024(病室TEL:078-577-7034）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●
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